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渡辺レンジャー
“瀬田川の命の豊かさを感じる
ことのできる社会環境づくり”
初めまして。新しく河川レンジ

ャーに就任し活動を開始いたしま
した。
琵琶湖や河川の生き物に親しむこ
とができる場を住民の方々と共に
作り上げていきたいと考えていま
す。
現在はウォーターステーション琵
琶でプランクトンなど水中の小さ
な生き物の観察会を計画中です。

琵琶湖河川レンジャー募集中!!

活動に関心がある方、ご紹介いただける方、
河川レンジャー活動支援室までお知らせ下さい！

協
働
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

進
行
を
支
援
し
て

「
野
洲
川
ヨ
シ
帯
再
生
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
」
へ
向
け
て
の
支
援
活
動
も
、

い
く
つ
か
の
段
階
を
経
て
今
日
に

至
り
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
中
学
校
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
技

術
指
導
を
行
う
大
学
・
管
理
す

る
河
川
事
務
所
の
間
を
河
川
レ

ン
ジ
ャ
ー
が
つ
な
ぎ
、
Ｙ
Ｒ
Ｐ

（Y
asu

river
R
estratio

n
P
roject

）
に
お
い
て
情
報
交
流
し

な
が
ら
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
現
場

調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
平
成
27
年
度
の
秋
季
調

査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
河
川
レ

ン
ジ
ャ
ー
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲

載
い
た
し
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
佐
々
木
レ
ン
ジ

ャ
ー
・
根
木
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
連

携
に
よ
り
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
よ
り

北村レンジャー
“川と共存してきた
「地域の記憶掘り起し」”
「地域の記憶掘り起こし」をテ
ーマに、地域と川との関わりを
記録し、伝えていく活動をして
います。川と地域がどのように
関わってきたのかを残していく
ために、現在、昔の風景写真の
情報を集めたり、ヒアリングを
しています。2016年１月、３
月には、「河川のある暮らし」
と題する写真展をウォータース
テーション琵琶にて開催します
。

根木山レンジャー
“野洲川の川守りをつなぐ”
野洲川下流部・守山市中洲地区にて
活動しています。
今年は、住民有志による「なかす

野洲川たんけん隊」の発足と、子ど
もたちによる野洲川での活動を支援
しています。
また、中洲小学校の裏側の野洲川

の河川敷の水辺整備（工事）がはじ
まりました。整備を担当している守
山市と琵琶湖河川事務所と情報共有
をはかりながら、整備後の住民によ
る利用の促進に向けて、仕組みづく
りを検討しています。

中学校

河川
管理者

大学

協働

意見交換会YRP

（河川R運営）

野
洲
川
で
整
備
す
る
ヨ
シ
帯
が

よ
り
良
い
動
植
物
の
生
息
環
境
と

な
る
よ
う
に
、
住
民
協
働
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
が
行
わ
れ
、
河
川
行
政
に
も

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
が
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
さ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

秋
の
現
地
調
査
を
10
月
16
日
実

施
し
ま
し
た
。
春
の
調
査
か
ら
二

年
生
主
体
と
な
り
、
ヨ
シ
帯
の
面

積
調
査
の
引
き
継
ぎ
に
苦
心
し
て

い
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
秋
の

調
査
で
は
ス
ム
ー
ズ
に
調
査
が
完

了
し
、
12
月
21
日
の
Ｙ
Ｒ
Ｐ
で
調
査

結
果
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
秋
の
調
査
か
ら
は
、
ヨ
シ
の

面
積
だ
け
で
な
く
、
ヨ
シ
帯
の
質
も

調
査
で
き
る
よ
う
に
、
新
た
な
植

物
調
査
の
試
行
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
植
物
調
査
の
プ
ロ
か
ら

中
学
生
は
直
接
学
ぶ
機
会
を
得

て
、
４
班
に
分
か
れ
て
水
際
か
ら

堤
防
ま
で
の
区
間
に
生
え
て
い
る

植
物
を
、
1
ｍ×

1
ｍ
毎
に
調
査

し
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
に
よ
る
継
続
的
な
ヨ

シ
帯
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
方
法
の

確
立
が
実
現
し
た
こ
と
で
、
中
学

生
と
し
て
も
継
続
的
な
研
究
テ

ー
マ
と
し
て
と
り
く
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
河
川
事
務

所
も
事
業
の
検
証
の
資
料
と
し

て
こ
の
調
査
結
果
を
活
用
す
る

予
定
で
す
。
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